
































































































































ollaboration in Innovation and Educational Practice
　学力向上部会は、2007年度に高倉小の校内研究組織
として設置された。院生は学力向上部会に参加し、各
教科の授業を踏まえたうえで、教師たちと通教科的な
テーマを探究することになった。2006年度までは、大
学院生は各教科に分かれ、各教科の課題に沿って研究
を行っており、学力向上部会への参加は共同授業研究
の課題設定の仕方に大きな変化をもたらしたといえる。
　2007年度はグループ学習をテーマとして設定し、主
に算数と理科の授業観察を行いながら、よいグループ
学習のあり方を定型化したり、高倉小で行われてきた
典型的な授業スタイルにグループ学習がどのように位
置づくのかを検証したりした。2008年度はワークシー
トをテーマとして設定し、子どもの学習を促進させる
ためにはどのようなワークシートが有効であるのかを、
社会科・算数・理科の授業から一般化することを試み
た。
　このように2008年度まで授業観察は複数の教科で行
われてきた。この研究体制は、「面と面」と呼ばれた
教師集団と院生集団との関係を基礎としていた。2009
年度、授業観察を行う教科を算数に絞ったことで、教
科等部会では教師集団と院生集団の関係は維持される
ものの、授業のレベルにおいては特定の教師と大学院
生との関わりが基本となったのである。
　2009年度の研究テーマは「思考力を深める記述指
導」である。大学院生は、算数で教科等部会の課題に
取り組んでいる先生との授業づくりを行うことで研究
を進めている。
　2009年度の研究の大きな特徴は、子どもの発達段階
を意識した授業観察や教材研究に取り組んでいること
である。６年間の発達段階をどのように描くのかは、
学力向上部会が設置されたときから意識されてきた課
題である。
　教材研究を行う場合、研究授業の単元のみを研究す
るのではなく、教科書指導書の系統表などを参照しな
がら、関連する単元の教材研究を合わせて行っている。
そこからは、教科書がどのような発達段階を描いてい
るのか、各学年でどのような学習成果を求めているの
かが明らかになった。教科書だけではなく、教師たち
が行った研究授業の単元間の関連を捉え、研究授業の
成果が次の研究授業にどのようにつながるのかを明ら
かにしている。
　授業観察は、教材研究や教師との話し合いから導き
出された発達段階を念頭におきながら行っている。各
時間の学習成果を検証することはもちろん、６年間を
見通した場合、各学年にはどのような思考が可能なの
か、どのような課題があるのかを教師たちと話し合っ
ている。
　子どもの思考や学習成果を捉える際には、授業観察
だけでは不十分である。今年度は子どものワークシー
トを収集し、授業での様子と関連付けて捉えることで、
子どもの思考を読み取ることを試みている。
４．�わり�
　プロジェクトTKの成果は、院生が科研報告書にま
とめたり、学会で発表を行ったりすることで公表を
行っている。研究成果は、教科の研究から通教科的な
研究まで多岐にわたっている。こうした分厚い研究成
果を未来に向けての研究にどのように活用していくの
かが今後の課題となるだろう。
（文責：徳永　俊太）
▶授業観察の様子
